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私
の
父
は
、
小
さ
な
漁
船
に
乗
っ
て
い
ま

し
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
二
月
に
外
国
船
と

衝
突
し
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
母
が
、

一
家
の
大
黒
柱
と

し
て
、
祖
母
と
当
時
、
八
歳
だ
っ
た
私
、
五

歳
の
妹、

三
歳
の
弟
の
四
人
を
さ
さ
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
途
方
に
暮
れ
た
時
も

多
々
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
が
幼
か

っ
た
頃
の
母
は
、
と
に
か
く
、
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き
び
し
い
人
で
、
私
が
言
う
こ
と
を
聞
か
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
容
赦

な
く
、
平
手
が
飛
ん
で
き
た
り
、
物
を
投
げ

つ
け
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。
で
も
、
そ
う
い

う
時
は
必
ず
と

い
っ

て
い
い
ほ
ど
、

一課
を
流

し
な
が
ら
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

今
に
な
っ
て
思
い
返
し
て
み
る
と
、
普
通
は

怒
り
役
は
父
親
が
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
母

親
は
な
だ
め
役
に
な
る
も
の
℃
す
が
、
父
親

英

………
昭

和

六

十

……
4
…
一隼

慶

喜

一

業

の

…概

一

要

……

育

進
級
、
進
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

奨
学
生
皆
さ
ん
に
は
、
希
望
に
あ
ふ
れ
て

新
学
期
を
迎
、
手
わ
れ
た
こ
と
と
、
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
本
年
度
も
元
気
で

勉
強
に
、
運
動
に
精
進
さ
れ
、
楽
し
い
日
常

生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

き
て
、
育
英
会
も
四
月
か
ら
新
年
度
に
入

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
年
度
の
事
業
の
概
要

を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
学
資
給
与
事
業
に
つ
い
て

肘

事
業
の
改
善
点
こ
の
事
業
の
う
ち

中
学
校
在
学
奨
学
生
に
対
す
る
学
資
給
与

金
を
、
前
年
度
の
月
額
六
千
円
に

一
千
円

増
額
し
ま
す
の
で
、
四
月
か
ら
月
額
七
千

円
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
こ
の
た
め
に
所

定
の
手
続
を
し
て
お
り
ま
す
。

ω
本
年
度
の
事
業
は
、
同
の
中
学
生
給

与
金
の
増
額
の
ほ
か
は
前
年
ど
お
り
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
幼
稚
園
・
保
育
園
（
所
）

に
在
国
す
る
者
及
び
小
学
校
に
在
学
す
る

( 1 ) 

者
に
対
す
る
学
資
給
与
金
は
、
月
額
五
千

円
で
す
。

入
学
祝
金
も
前
年
度
ど
お
り
で
、
小
学

校
入
学
者
に
は

一
人
三
万
円
、
中
学
校
入

学
者
は

一
万
円
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

一一
、
奨
学
金
貸
与
事
業
に

つ
い
て

こ
の
事
業
は
、
前
年
度
高
校
入
学
者
か

ら
月
額
貸
与
金
を
五
千
円
増
額
し
ま
し
た

の
で
、
本
年
度
は

一
学
年
と
二
学
年
の
者

は、

一
万
五
千
円
で
、

三
学
年
以
上
在
学

者
は
従
来
ど
お
り

一
万
円
の
二
種
に
な
り

ま
す
。
入
学

一
時
金
は
、
前
年
ど
お
り
、

一
O
万
円
で
す
。

三
、
願
書
の
受
付
け
、
奨
学
金
等
の
送
金
子

定
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

願
書
の
締
切
…
送
金
予
定
日

五
月
十
五
日
一
六
月
五
日

七
月
三
十

一
日
…
九
月
五
日

十
月
三
十
一
日
…
十
二
月
五
日

一
月
三
十
一
日
…
三
月
五
日

第

一
回

第
二
回

第
三
回

第
四
回

が
い
な
い
分
、
母
は
、

両
者
の
役
を
こ
な
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
、
よ
け
い

に
き
び
し
く
、

私
に
接
し
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

私
が
母
に
対
し
て
も
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

は
、
と
に
か
く
、
「
強
い
人
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
「
肝
っ
玉
母
き
ん
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
れ
を
地
で
い
く
人

だ
と
思
い
ま
す
。
母
は
、
弱
音
を
吐
き
ま
せ

ん
、
人
前
で
一
棋
を
見
せ
ま
せ
ん
、
本
当
に
強

い
人
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
強
き
の
お
か
げ

で
、
私
は
大
学
に
ま
で
い
か
せ
て
も
ら
っ
た

し
、
兄
妹
弟
三
人
、
父
親
が
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
変
に
卑
屈
に
な
っ
た
り
、
ぐ
れ
た

り
せ
ず
に
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

逆
に
い
、
え
ば
、
こ
れ
ま
で
は
、

こ
の
母
の
強

さ
に
甘
え
て
、
自
分
自
身
は
何

一
つ
母
に
し

て
や
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

私
は
こ
の
春
か
ら
教
師
と
し
て
、
社
会
人

と
な
り
ま
す
が
、
母
の
強
き
を
手
本
と
し
て

自
分
も
強
く
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
こ

れ
か
ら
も
母
に
は
、
「
肝
っ
玉
母
さ
ん
」
で

した後で大家きん、鮫子屋さん、大工

きんなどと打合せ、いろいろ苦労はあ

りますが自分の店を持つと言うことは、

何か楽しく、疲れなど出ないものです。

店飾りを終り、いろりに火を入れば

小さな店も結構見られるものです。子

供達も「お母さん前と全然違うね、こ

れなら高校生も入って来るよ」と、う

れしいことを言ってくれました。

私とまんじゅうの出合いは、ごく単

「お母さん、ここでまんじゅう屋をや純なきっかけからでした。

るの、絶対売れないよ、この店の造り四十センチ位の長い竹串にまんじゅ

では」と、子供二人が口を揃えて言ううが五コ刺してあり、それに味噌だれ

のです。「うーんそれで頭を痛めていを両面に塗りガスにかけ片側を焼く、

るの、お前達も、この店をどのように改更にもう片側を焼き、焼けたら両面に

遺したらいいか力を貸してよ」と、親味噌だれをつけて出来上がり、あんの

子で話をしたのが半年前のことでした。入らない変ったまんじゅう。食べてみ

男の子二人にアドバイスを受けながら、てなかなかいける。私にも出来るよう

鮫子屋さんから「やきまんじゅう屋」な気がしながら店の主人と話している

に変身したのはそれから一ヶ月もかかうち「やってみない」と、言われ半信

りませんでした。半疑でいました。その晩テレビで本場

突然の悲報、人ごとのように思って上州のやきまんじゅうの紹介があり、

いた事が我身にふりかかり、早十年の何人かの人が店を出したいと言う方がゅう屋の船「うさぎや丸」は友人、知

月日が流れようとしています。この間現れたので、返事をとせがまれ「それ人の協力をえながら、六十年十月十二

私は親戚の手伝をしながら、高二、中では」と自分の店を持っきっかけを作日船出しました。

一一とまで成長した二人の子供と頑張つったのです。これから先、波風の立つ時もあるで

て来ましたが、五ヶ月前回坪弱の小き味噌だれの作り方、焼き方のコツなしようが、親子三人力を合わせてしつ

な店「やきまんじゅう屋」を開店するど基礎的なことは全部教えてもらい、かり「うきぎや丸」を操縦して行こう

運びとなりました。道具を揃え、私にもやれば出来ると信と思います。

商売の話があってから開店まで一ヶじて挑戦、それからは忙しくかけ足ヘ一Tm福島県いわき市小名浜大原J
月でしたが、本場上州へ行って下見をでした。子供二人を乗せたやきまんじ／字堀米四十四｜二」

ました。二度の不運に会い、家族皆、今年の七月で、透析を始めてまる五ら、御客様が来て、お茶菓子お茶の食

ショックでまいってしまいました。で年になります。そのたびに、母が付添べすぎ、飲みすぎが一番困ります。心

もそのうちに、皆にはげまされて少しって行きます。朝七時三十分に行って臓に水がたまったら、死んでしまいま

ずつ元気になってまいりました。一日がかりです。す。本人は、きめられた量しか食べた

それから二年後、父の病気も悪くな食物はすべてうす味で、量もきめらり、飲んだり出来ないので、皆の目を

り、始めのうちは、血圧が高いくらいれて、水分もあまりとれませんり一日ぬすんでまでも食べたり、飲んだりす

だったのですが、そ勺うちに賢臓も悪の体重、体温、尿、使、すべて生活日るのです。

くなり、何年かして賢臓の働きがなく誌に書いて、病院に持って行きます。今では、一日何回となく、氷を食べ

なり、人工透析をやる様になりました。病院では、生活日誌を見ていろいろとて困っております。私達家族は皆、父

人工透析を始めたのが五十七年の七月指導をしてくれます。にいつまでも長生きしてほしいから、

からです。透析をしている人は、汗、尿はほと気をもむのであっても、父にはいじ悪

透析は、一生死ぬまで続けなければんど出ません。だから機械で透析をしに見えるのかもしれません。とにかく、

ならないのです。ながら、体の中の毒素をひきます。そ父には、いつまでも長生きしてほしい

本人も辛いでしょうけれど、私達家の人の基本体重があって、透析から透です。後は皆元気にくらしております

族全員協力し合って行かなければなり析の間に、体重が増えた分だけ、基本ので御安心下さいませ。

ません。始めのうちは週二回、二年位体重になるまでひかれるから、食べす三Tm福島県いわき市小名浜字古J
して、週三回やるようになりました。ぎると体がまいってしまいます。だか／港一四六＼
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見締書
日 切

二
度
の
不
運
に

あ
っ
て

佐
々
木

イ
ネ
子

昭
和
五
十
二
年
四
月
七
日
、
鹿
島
沖
に
て

遭
難
し
、
主
人
は
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
家
族
は
、
今
年
高
校
受
験
の

長
女
、
中
学
生
に
な
る
長
男
、
そ
し
て
父
、
母
、

私
の
五
人
家
族
で
す
。

父
も
、
主
人
が
遭
難
に
あ
う
ま
で
は
、
元

気
で
船
に
乗
っ
て
い
た
の
で
す
。
突
然
の
死

だ
っ
た
の
で
、
あ
れ
い
ら
い
、
す
っ
か
り
体

が
弱
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
年
目
に
、
隣
り
の
家
か
ら
火

が
出
て
火
事
に
な
り
、
家
が
焼
け
て
し
ま
い

あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す。

幸

福
島
県
い
わ
き
市
江
名
字
J

北

町

七

四

」

/,¥. 
品

a:. 
r::I 

ま
ん
じ
ゅ
う
屋

の
船
出

昭
和
六
十
年
度
事
業
の
う
ち
、
幼
稚

園
・
小
学
校
、
中
学
校
に
在
学
す
る
奨

学
生
を
対
象
に
実
施
し
た
学
資
給
与
事

業
に
対
し
、
財
団
法
人
日
本
船
舶
振
興

会
か
ら
九
四

O
万
円
の
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
公
告
し
、
衷
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
補
助
金
は
、
本
年
度
も

引
続
き
交
付
さ
れ
、
育
英
事
業
の
推
進

上
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
併
せ
公
告
し
、
同
振
興
会
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

山

田

啓

子

昭
和
六
十

一
年
四
月

制
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

理

事

長

鈴

木

善
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三
人
で
す
か
ら
、
も
し
悪
い
方
に
走
っ
た
ら

大
変
だ
と
、
そ
れ
ば
か
り
頭
に
あ
っ
て
夢
中

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
今
の
ま
ま
素

直
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会

そ
れ
で
は
、
こ
の
座
談
会
の
第
一
の

柱
、
子
供
の
養
育
上
の
諸
問
題
の
う
ち
、
学

校
教
育
費
の
負
担
状
況
か
ら
入
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

熊
谷

き
ま
っ
て
持
っ
て
い
く
お
金
は
、
月

五
千
円
ぐ
ら
い
で
す
が
、
ほ
か
に
い
ろ
い
ろ

入
用
の
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

佐

藤

小

学
校
六
年
生
で
は
、
旅
行
積
立
が

一一

・
五
千
円
加
わ
り
ま
す
の
で
、
大
雑
把
に

い
っ
て

一
万
円
ぐ
ら
い
は
納
め
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山

田

中

学
生
は
、
学
年
に
よ
っ
て
違
い
三

年
生
が
一
番
か
か
り
ま
す
。
給
食
費
や
諸
会

費
は
毎
月
き
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
教
材
費

は
そ
の
月
に
よ
っ
て
違
い
多
い
月
て
四
1
五

千
円
で
す
ね
。
し
た
が
っ
て
中
学
一

・
二
学

年
で
は
、
き
ま
っ
た
諸
会
費
の
ほ
か
に
月
五

千
円
、

三
学
年
で
は
、
合
計
で
月
に
二
万
円

ぐ
ら
い
必
要
な
気
が
し
ま
す
。

司
会

い
ま
の
学
校
教
育
費
は
、
ず
い
ぶ
ん

か
か
り
ま
す
ね
。
中
学
生
に
対
す
る
入
学
祝

金
が
、
六
十
年
度
か
ら
贈
呈
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
中
学
入
学
時
に
は
、
ど
の

く
ら
い
諸
経
費
が
か
か
り
ま
す
か
。

山
田

男

・
女
で
違
い
ま
す
が
、
中
学
校
指

定
の
制
服
、
く
つ
、
か
ぱ
ん
、
サ
ブ
パ
ッ
ク

等
を
買
う
と
全
部
で
五
万
円
は
か
か
る
と
思

い
ま
す
c

女
子
の
場
合
は
、
七
1
八
万
円
ぐ

ら
い
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

司
会

高
校
の
場
合
の
経
費
は
。

坂
本

う
ち
は
、
通
学
費
だ
け
で
月
額

一
万

九
千
円
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す

山
田

う
ち
も
乗
り
つ
ぎ
を
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
く
ら
い
は
か
か
り
ま
す
。

パ
ス
は
国
鉄
の
三
倍
ぐ
ら
い
高
い
で
す
。

大
高
専
務
い
わ
き
市
は
広
域
で
、
高
校
が

昔
E
仕

i
L
’t
ゎ
D
H
’q圃
砂
ナ

a買
M
V
ゐ
M

’arnリ
b
Z
1
T
7
0

熊

谷

学

校

経
費
は
か
か
り
ま
す
が
、
子
供

－
思
っ
て
い
ま
す
。
下
の
子
は
、
少
し
変
わ
っ

た
ち
は
小
き

い
時
か
ら
大
学
へ
も
行
き
た
い

て
い
る
と
い
う
か
、
大
使
館
員
に
な
っ
て
イ

と
い
っ
て
、
無
駄
使
い
し
な
い
よ
う
に
し
て
タ
リ
ア
へ
行
き
た
い
と
、
イ
タ
リ
ア
関
係
の

い
ま
す
。

本
を
買
い
集
め
て
い
ま
す
。

佐
々
木

本
人
に
は
進
学
し
た
い
高
校
が
あ

！
h
E
F－
－

F

ん
る
よ
う
で
す
が
、
交
通
費
が
か
か
る
の
で
地

h
・
・
・
司
膏
量
由
理
’
F

さ

元
高
校
に
す
る
よ
う
話
し
合
っ
て
お
り
ま
す
。

幽

・

親
離
輔
副
繍
繍
副
川
下
の
子
は
、
ま
だ
小
さ
い
の
で
余
り
考
え
て

園
田
園
一：
114九一一塁
塁
踊
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お
り
ま
せ
ん
。
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－
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川

木

幡

長
男
大
学
、
次
男
専
門
学
校
、

一二
男

本

高
校
と
三
人
が
こ
の
春
い

っ
せ
い
に
卒
業
で

す
が
、
長
男
は
大
学
院

（土
木
・
建
築
）
へ

小
野

一
番
下
の
子
が
水
産
高
校
に
在
学
し
進
み
た
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
公
務

て
い
ま
す
が
、
今
年
の
五
月
に
乗
船
実
習
が
員
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が、

あ
る
の
で
、
新
聞
配
達
を
や
っ
て
お
金
を
た
殺
の
思
う
よ
う
に
ゆ
き
ま
せ
ん
。
大
学
は
月

め
て
い
る
よ
う
で
す
。
小
名
浜
に
い
る
時
は
、
謝
が
免
除
さ
れ
て
い
る
の
で
、
食
費
、
参
考

朝
刊
配
達
を
や

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
、
書
の
購
入
費
等
は
、
日
本
育
英
会
と
福
島
県

通
学
の
都
合
で
夕
刊
を
や
っ
て
い
ま
す
。
兄
報
徳
会
か
ら
借
り
て
い
ま
す
。
二
番
目
は
卒

弟
が
多
い
が
、

だ
れ
も
漁
船
に
乗
ら
な
い
の
業
し
て
も
就
職
先
が
な
く
、
自
分
で
ア
ニ
メ

で
、
俺
が
乗
る
と
い
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
関
係
の
仕
事
を
や
る
と
い

っ
て
い
ま
す
。
こ

司
会

学
習
塾
ゃ
な
ら
い
ご
と
な
ど
家
庭
教
れ
で
は
、
二
人
と
も
家
を
出
る
の
で
、
一
人

育
の
状
況
は

い
か
が
で
す
か
。

ぐ
ら
い
家
に
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
と

佐
藤

う
ち
で
は
塾
に
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
ろ
、

三
男
が
地
元
で
就
職
が
き
ま
り
、
ひ

佐
々
木

ま
わ
り
の
子
は
み
ん
な
行
っ
て
い
と
安
心
で
す
。

ま
す
。
う
ち
は
現
在
、
そ
ろ
ば
ん
塾
、
学
習

三
宮

今
年
高
校
を
卒
業
す
る
長
男
は
、
地

塾
へ
通
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
ろ
ば
ん
塾
は
、
元
就
職
が
き
ま
り
ま
し
た
。
長
女
と
次
女
は

週
四
回
で
月
四
千
円
、
学
習
塾
は
火
水
木
で
す
で
に
就
職
し
て
い
ま
す
が
、

一二
女
は
あ
と

月
八
千
円
で
す
。
教
科
は
、
国
語
、

数
学
、

一
年
学
校
が
あ
り
ま
す
。

社
会
、
理
科
の
四
科
目
で
す
。

坂
本

長
男
は
、
教
職
の
道
を
進
む
こ
と
に

前
回
専
務

大
学
等
へ
の
進
学
が
ふ
、
え
て
い
な
り
ま
し
た
。
長
女
は
医
療
技
術
を
身
に
つ

る
よ
う
で
す
ね
。
東
京
の
大
学

・
短
大

・
専
け
た
い
と
、
月
謝
が
あ
ま
り
か
か
ら
な
い
国

門
学
校
へ
進
学
さ
れ
た
場
合
、
共
水
連
の
知
立
の
短
大
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
次
男
も
一

新
寮
と
東
海
寺
の
学
生
寮
が
協
力
し
て
く
れ
応
進
学
を
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
ま
だ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
利
用
大
変
で
す
。

く
だ
さ
い
。

司
会

子
供
さ
ん
の
進
学
目
標
と
将
来
望
ん

で
お
ら
れ
る
職
業
等
に
つ
い
て
お
き
か
せ
く

だ
さ
い
。

熊
谷

長
男
は
、
大
学
進
学
を
希
望
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
育
英
会
で
大
学
ま
で
奨
学
金

を
貸
し
て
も
ら
え
る
と
い
い
な
ぁ
と
話
し
合

っ
て
お
り
ま
す
。

司
会

大
学
進
学
者
へ
の
奨
学
金
貸
与
は
、

育
英
会
の
今
後
の
努
力
目
標
に
は
あ
り
ま
す

が、

現
在
は
高
校
ま
で
で
す
。

山
田

上
の
子
は
、
高
校
の
建
築
科
で
す
が

今
は
ブ
ー
ム
が
去
っ
て
就
職
も
大
変
の
よ
う

で
す
。
本
人
は
進
学
を
考
、
え
て
い
る
よ
、
？
で

み
g
1
U仰

u
、

営国
寸
聞
け
砂
ナ
皆
既

ι
rρリ
h
J
h
ド

唱
、
l

lν

，l、
日
M

’1ν
h
uド

t
b
t

山田啓子さん

佐
藤

長
男
は
、
内
郷
開
発
セ
ン
タ
ー
（
職

業
訓
練
所
）
を
卒
業
、
就
職
し
ま
し
た
。
次

男
も
今
セ
ン
タ
ー
に
在
学
中
で
す
。
こ
こ
は

月
謝
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
交
通
費
が
月
一

万
九
千
円
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
。
次
男
・

三

女
は
、
ま
だ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

h
a・”
“
司
自
M
M
P
U
岡
崎
A
F
n
%、
t
bホ
泊

ri
L
t
a
1
L
h、
ト
弘
、
、
J

第
二
回
漁
船
海
難
遺
児
の
母
親
座
談
会
を
、
去
る
二
月
五
日
に
福
島
県
い
わ
き
市
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
い
た
だ
い
た
お
母
さ
ん
は
、
小
名
浜
漁
協
管
内
五
名
、

江
名
漁
協
管
内
か
ら
三
名
で
し
た
。
皆
さ
ん
御
多
忙
の
な
か
を
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
の
座
談
会
の
た
め
、
福
島
県
漁
連
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
次
の
方
々
の
御
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
福
島
県
漁
連
松
本
専
務
理
事
、

高
木
指
導
部
長
、
小
名
浜
漁
協
大
高
専
務
理
事
、
渡
辺
指
導
係
長
、
江
名
漁
協
酒
井
総

務
課
長
で
す
。
育
英
会
か
ら
は
、
前
回
専
務
理
事
、
手
島
業
務
部
長
、
本
田
博
美
が
出

席
し
ま
し
た
。
座
談
会
は
、
手
島
の
司
会
で
進
め
、
貴
重
な
お
話
を
盛
り
だ
く
さ
ん
う

か
が
い
ま
し
た
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
残
念
で
す
が
こ
こ
に
は
そ
の
要
点
の
み
を
掲

載
し
て
い
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

司
会

ま
ず
、
自
己
紹
介
を
順
番
に
。

熊
谷

主
人
が
亡
く
な
っ
て
、
あ
さ
っ
て
で

小

野

お

と

と
し
ま
で
小
名
浜
に
い
ま
し
た
満
十
五
年
に
な
り
ま
す
。
は
だ
か
ら
見
て
お

が
、
現
在
は
湯
本
に
住
ん
で
い
ま
す
。
子
供
父
き
ん
が
い
な
く
て
大
変
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

は
、
事
故
当
時
七
人
で
一
番
小
さ
い
子
が
十
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
二
人
の
子
供
が
素
直

ヵ
月
で
し
た
が
、
今
は
末
子
も
高
二
と
な
り
、
に
育
っ
て
く
れ
、
子
供
ら
に
支
え
ら
れ
な
が

上
の
子
供
ら
は
社
会
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ら
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、

私
は
生
命

皆
素
直
に
育
っ
て
く
れ
、
今
は
み
ん
な
で
保
険
の
外
交
員
を
や
っ
て
い
ま
す
。

カ
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

山
田

主
人
は
、
長
女
小
二、

長
男
五
歳
の

佐

藤

私

の
と
こ
ろ
は
、
千
供
が
五
人
で
す
。
時
沈
没
事
故
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

片
親
な

一
番
上
の
娘
は
二

O
歳
に
な
り
就
職
し
て
い
が
ら
素
直
に
育
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
す
。
子

ま
す
が
、
現
在
、
次
女
と
三
女
が
給
与
を
い
供
た
ち
は
、
父
親
が
い
な
い
こ
と
で
苦
労
し

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
お
蔭
さ
ま
で
、
み
ん
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
十
年
間
父
親

な
一応

気

で

い

ま

す

。

の

こ

と

を

口

に

し

ま

せ

ん

。

母

さ

ん

が

懸
命

坂
本

子
供
は
、
三
人
で
す
。
長
男
は
筑
波
に
や
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
だ
と
思
わ
れ
て

大
学
四
年
、
今
年
卒
業
で
す
が
お
蔭
様
で
福
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
子
供
ら
に
励
ま
さ
れ

島
県
の
高
等
学
校
教
員
試
験
に
パ
ス
し
ま
し
て
、
今
小
さ
な
店
を
出
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

た
。
長
女
は
大
学
を
め
ぎ
し
て
目
下
勉
強
中

佐
々
木

う
ち
は
、
下
の
子
が
三
歳
、
上
の

で
す
。
次
男
（
奨
学
金
貸
与
生
）
も
、
一
応
子
が
小

一
の
時
の
事
故
で
し
た
。
今
二
人
と

大
学
進
学
を
希
望
し
て
い
ま
す
が
、
ど
う
な
も
育
英
会
の
給
与
を
受
け
て
、
勉
強
に
頑
張

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
九
十
二
歳
の
っ
て
お
り
ま
す
。

祖
父
母
が
い
ま
す
が
、
祖

寝
た
き
り
の
老
人
の
こ
と
が
心
配
で
す
。
父
が
週
に
三
回
透
析
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
り

三
宮

チ
供
は
、
四
人
で
す
e

上
二
人
の
女
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
心
配
で
す
。

の
子
は
就
職
し
て
い
ま
す
。
高
三
の
長
男
は
、

木
幡
事
故
当
時
、
上
が
小
二
、
一
番
下
の

今
年
卒
業
し
就
職
し
ま
す
。
一
番
下
は
高
二
子
は
幼
稚
園
前
、
そ
の
子
供
ら
が
大
学
四
年
、

で
す
。
み
ん
な
健
康
だ
け
が
、
と
り
え
で
す
。
専
門
学
校
、
高
三
に
な
り
ま
し
た
。
男
の
子

一る
一

一五ロ

一

一＝＝ロ
一

一を
一

一労
一

一位。
一

四
男
は
水
高
を
卒
業
し
た
ら
漁
船
に
乗
る
と

思
い
ま
す
。
兄
弟
の
う
ち
だ
れ
も
船
に
乗
ら

な
い
け
ど
、
こ
の
子
は
北
洋
へ
行
っ
て
、
父

き
ん
に
花
を
あ
げ
て
く
る
ん
だ
と
言
っ
て
お

り
ま
す
。

司
会

話
題
を
く
ら
し
に
関
す
る
問
題
に
移

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
お
母
さ
ん
方

の
現
在
の
お
仕
事
か
ら
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

熊
谷

住
友
生
命
で
、
ま
わ
り
の
人
々
に
支

え
ら
れ
勤
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
厚
生
年

金
の
被
保
険
者
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
将
来

の
こ
と
を
考
、
ぇ
少
し
で
も
長
く
勤
め
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

山
田

魚
屋
さ
ん
に
十
年
ぐ
ら
い
い
ま
し
た

が
、
や
っ
ぱ
り
オ
ー
ナ
ー
に
な
ら
な
い
と
駄

目
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
去
年
の
十
月
十
二
日

に
焼
ま
ん
じ
ゅ
う
の
店
を
開
店
し
ま
し
た
。

今
静
か
な
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
ま
す
（
笑
い
）
。

生
活
の
方
は
、
遺
族
年
金
で
な
ん
と
か
賄

う
よ
う
に
し
、
目
下
、
開
店
資
金
の
借
金
を

返
済
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

佐々木イネ子さん

佐藤ヨシヱさん

佐
々
木

私
は
、
祖
父
の
健
康
が
悪
い
の
で
、

パ
l
ト
ぐ
ら
い
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
現
在
、

祖
父
の
週
三
回
の
透
析
通
院
に
は
、
祖
母
（
六

九
歳
）
が
付
添
っ
て
行
き
ま
す
が
、
い
つ
入

院
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
自
分

の
都
合
で
、
い
つ
で
も
休
め
る
パ

l
ト
で
働

い
て
お
り
ま
す
。

司
会

パ
l
ト
の
業
種
は
多
く
あ
り
ま
す
か
。

大
高
専
務

水
産
加
工
、
浜
関
係
な
ど
の
仕

事
は
あ
り
ま
す
が
、
賃
金
が
時
給
で
四

0
0

円
ぐ
ら
い
で
す
か
。

山
田

た
だ
、
心
配
な
こ
と
は
年
齢
制
限
が

あ
っ
て
、
働
き
た
い
と
思
っ
て
も
働
け
な
く

な
り
ま
す
。
四
十
歳
以
上
に
な
る
と
パ

l
ト

で
も
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
す
か
。

木
幡

山
田
さ
ん
は
十
月
に
開
店
し
た
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
私
は
十
月
に
仕
事
を
や
め

ま
し
た
。
十
年
間
ぐ
ら
い
ス

l
バ
ー
で
働
い
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薬
の
副
作
用
が
出
て
き
て
、
大
腿
骨
が
く
さ

っ
て
く
る
ん
で
す
。
こ
の
た
め
、
仕
事
を
や

め
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
現
在
は
歩
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
｜
｜
｜
。

よだA
S
A
 

三

宮

私

は
、
小
さ
な
商
売
を
始
め
て
十
五

年
に
な
り
ま
す
。
子
供
は
小
き
い
し
、
祖
父

が
身
障
者
で
す
か
ら
、
外
へ
勤
め
に
出
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
と
す
れ
ば
小
あ
き
な
い
ぐ

ら
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

司
会

自
営
を
始
め
る
た
め
の
資
金
は
｜
。

三
宮

資
金
と
し
て
遺
族
年
金
の

一
時
金
が

欲
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
年
金
で
い

た
だ
く
こ
と
に
し
、
祖
父
か
ら
少
し
出
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

坂

本

九

十
二
歳
の
祖
母
が
寝
た
き
り
で
す

英育

パ
ー
ト
に
出
た
く
て

( 3 ) 

か
ら
（
十
年
に
な
る
）

も
出
ら
れ
ま
せ
ん
。

佐
藤

私
は
、
サ
ン
マ
の
仕
分
の
仕
事
を
時

間
給
で
や
っ
て
い
ま
す
が
、
腰
痛
が
あ
っ
た

り
で
、
月
二
十
日
ぐ
ら
い
し
か
働
き
ま
せ
ん
。

木棺伸子さん坂本久子さん

時
給
は
四
三

O
円
で

一
日
中ハ
1
七
時
間
で
す。

司
会

年
間
仕
事
が
あ
り
ま
す
か
。

佐
蔵

夏
は
あ
り
ま
せ
ん。

サ
ン
マ
の
仕
事

は
九
月
か
ら
五
月
ま
で
で
す
。
だ
か
ら
夏
場

は
駐
車
場
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
や
り
ま
す
。

司
会

お
話
を
う
か
が
っ

て
い
ま
す
と
、
病

気
の
お
年
寄
り
を
か
か
、
ぇ
、
ま
た
、
御
本
人

も
病
気
が
ち
の
方
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
パ

ー
ト
の
場
合
、
社
会
保
険
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

木
幡

私
は
、
比
較
的
大
き
な
会
社
で
し
た

か
ら
保
険
が
あ
り
ま
し
た
が
、

一
般
的
に
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
国
民
健
康
保

険
で
す
ね
。

小
野
私
も
働
い
て
は
い
け
な
い
と
医
者
か

ら
言
わ
れ
て
お
り
、
現
在
は
働
い
て
お
り
ま

せ
ん
。
体
の
方
は
、
今
の
と
こ
ろ
平
行
線
を

た
ど

っ
て
い
ま
す
の
で
、
少
し
働
き
た
い
の

で
す
が
、
湯
本
で
は
旅
館
の
茶
わ
ん
洗
い
ぐ

ら
い
し
か
仕
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、

こ
れ
も
五
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
年
齢
制
限
が

あ
る
の
で
、
小
名
浜
の
ほ
う
に
も
ど
り
た
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司

会

熊

谷

さ
ん
、
御
主
人
は
四
十
六
年
に

小
型
底
び
き
網
漁
船
の
事
故
で
し
た
ね
。
こ

の
年
か
ら
船
員
法
の
適
用
拡
大
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
船
員
保
険
の
遺
族
年
金
は
受
け

て
お
ら
れ
ま
す
か
。

熊
谷

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

司
会

母
子
年
金
の
併
給
は
、
ど
ん
な
状
況

で
す
か
。

熊
谷
・
木
幡

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た

の
で
、
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
助
か
り
ま
す
。

山
田

私
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

小

野

私

も

入

っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
分
前
の

こ
と
で
す
が
、

役
所
へ
行
き
ま
し
た
ら
遺
族

年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
駄
目
だ
と
い
わ

れ
ま
し
た。

木
幡

二
十
年
ぐ
ら
い
前
は
、
入
っ
て
も
入

ら
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
話
で
し
た
。
私
は

嫁
に
く
る
前
に
入

っ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
加

入
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
働
い
て
い
る
時

は
厚
生
年
金
で
し
た
が
、
そ
の
後
は
国
民
年

金
に
切
り
か
え
て
い
ま
す
。

山
田

厚
生
年
金
と
国
民
年
金
と
が
継
続
で

き
る
こ
と
を
し
ら
な
か
っ
た
の
で
、
会
社
を

や
め
た
時
点
で
解
約
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

熊谷晴子さん

熊
谷

遺
族
年
金
や
母
子
年
金
は
、
子
供
が

満
十
八
歳
に
な
る
と
打
ち
切
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
痛
い
で
す
。
せ
め
て
、
そ
の
子
供
が
高

校
を
卒
業
す
る
ま
で
給
付
し
て
ほ
し
い
で
す
。

司
会

義
務
加
入
で
あ
る
保
険
に
は
、
加
入

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
御
自
身
の

老
後
の
問
題
に
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。
で
は
、

老
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

熊
谷

自
分
の
老
後
よ
り
現
時
点
で
は
、
子

供
の
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
た
だ
、
遺
族

年
金
と
私
の
厚
生
年
金
が
給
付
さ
れ
れ
ば
、

老
後
も
な
ん
と
か
や
っ
て
い
け
そ
う
で
す
。

佐
々
木

今
は
、
ま
だ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

木
幡

子
供
が

一
人
近
く
に
い
て
く
れ
れ
ば

よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三宮久代さん

三
宮

親
子
が

一
緒
に
く
ら
せ
る
こ
と
が
、

一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
子
供
は
、
め
ん
ど
う

を
み
て
く
れ
る
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。
夫
の

年
金
が
支
え
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

坂
本

私
も
、
長
男
が
同
居
し
て
く
れ
る
よ

う
だ
し
、
夫
が
遺
し
て
く
れ
た
年
金
で
な
ん

とかくらして行くしかありません。に会員の申し込みをいただき、同時に

佐藤まだ、子供がこれからですから奨学資金の御寄付を賜わった方々の御

自分のことを考えるひまがありません。芳名を掲げ、厚くお礼申し上げます。

山田私は、商売を始めたばかりです※御芳名（敬称略）

が、元気で働ける聞は働きます。〔一月〕マ制日本栽培漁業協会常務

司会小野さんは、知りあいの多い小理事須田明・同参事神崎定夫マ伊藤邦

名浜へもどって、くらされますか。幸（静岡県浜松市）マ制全振協専務理事

小野今は、兄の家で家賃もかかりま山根隆幹・同常務理事阿部貫行マ後藤

せんが、小名浜ではそうはいきません。実（山梨県東八代郡）マ小笠原忠正（東京

うまくいきませんね。

司会皆さん長時間にわたり、御熱心

な座談有難うございました。皆きんの

御健康をお祈り申し上げます。最後に

漁業に殉じられた御主人はじめ多くの

方々の御冥福を祈って、一分間の黙鵡

を捧げて終りにいたします。

県 名
学資給与奨学生 奨学金貸

合計
60年度第 4回新規採用者

幼児 小学生 中学生 小計 与奨学生 幼児 小学生 中学生 高校生 言十

ヰヒ 海 道 12 90 96(4) 198(4) 29 227(4) 1 4 5 10 

育 森 15 59 57(3) 131(3) 33 164(3) 3 3 

岩 手 10 63 58(1) 131(1) 30 161(1) 2 2 

呂 城 6 63 77(3) 146(3) 24 170(3) 1 1 

秋 回 2 12 6 20 3 23 

山 形 1 10 12 23 5 28 1 1 2 

福 島 5 19 17 41 11 52 

茨 城 4 5 9 4 13 

栃 木 I 1 2 2 

千 業 2 7 17 26 5 31 

東 京 1 1 3 3 

神 奈 JII 1 2 2 5 4 9 

新 1烏 7 7 14 2 16 1 

富 山 3 5 8 7 15 

石 JII 3 21 25 49 5 54 

福 井 2 4 6 3 9 I 1 

静 岡 8 7 15 2 17 

愛 知 1 8 10(1) 19(1) 3 22(1) 

重 1 8 15 24 6 30 

尽 都 5 5 10 10 2 3 

大 阪 3 3 6 1 7 

兵 庫 2 11 13(2) 26(2) 3 29(2) 

和 歌 山 1 9 10 6 16 

，鳥 取 3 9 10 22 9 31 

島 根 1 22 10 33 4 37 

岡 山 2 3 6 11 2 13 

広 島 2 6 3 11 11 

山 口 5 30 24(1) 59(1) 29 88(1) 3 1(1) 4(1) 

香 Ill 1 5 5 11 8 19 

徳 島 1 10 2 13 5 18 1 1 

愛 媛 3 11 6 20 4 24 

高 知 2 11 10(1) 23(1) 6 29(1) 

福 問 3 25 13 41 3 44 

福岡県有明海 2 3 5 I 6 

佐賀県玄海 2 5 7 3 10 

佐賀県有明海 1 3 3 7 2 9 

長 崎 7 46 50 103 21 124 1 5 1 7 

大 分 2 14 12 28 28 

熊 本 7 6(1) 13(1) 2 15(1) 

日 崎 5 13 10 28 5 33 

鹿 児 島 2 19 9 30 13 43 2 1 3 

i中 縄 2 9 7 18 10 28 

Jロ'- 計 104 655 646(17) ] ,405(17) 313 ] , 718(1司 2 23 12(1) 38(1) 

i
i
i
i
i
i
i
 

間
同
山
川
川
間
切

『会
員
申
し
込
み
・
奨
学

資
金
の
御
寄
付
』
の
お
払

昭
和
六
十

一
年

一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
問

（昭和61年 3月末現在）
都道府県別奨学生数

『 ｜基｜

募峰｜

金｜劃

御
寄

の付
お 一
礼

昭
和
六
十
一
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
聞

に
御
寄
付

・
募
金
を
賜
わ
っ
た
方
々
の
御
芳

名
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
な

お
、
十
二
月
に
御
寄
付
を
賜
わ
り
ま
し
た
一

般
寄
付
の
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
一

部
を
今
回
掲
載
き
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
御
芳
名

（
敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金

（系
統
扱
い

一
般
寄

都
目
黒
区
）
マ
凶
日
本
栽
培
漁
業
協
会
専
務

理
事
本
間
昭
郎
マ
山
岸
剛
（
秋
田
県
秋
田
市
）

〔
ニ
月
〕
マ
平
山
清

（
鳥
取
県
米
子
市
）

マ
稲
見
芳
勝
（
東
京
都
日
野
市
）
マ
愛
知
県

漁
連
常
務
理
事
吉
田
秋
年
マ
本
間
有

一
（
東

京
都
世
田
谷
区
）

〔
三
月
〕

マ
横
島
誠
（
東
京
都
港
区
）
マ
京

都
府
漁
連
会
長
理
事
倉
武
二

・
同
専
務
理
事

高
井
幸
左
衛
門
マ
板
野
進
（
大
阪
府
枚
方
市
）

付
金
を
含
む
。）

ご
月
〕

マ
宮
城
県
マ
県
漁
連
専
務
亀
山

太
助
他
十
八
件
（
長
崎
県
）
マ
加
藤
光
雄

・

受
章
祝
（
富
山
県
）
マ
第
三
サ
ン
エ
イ
丸
藤

田
清
吉
他

一
件

（山
口
県
）
マ
広
島
県
マ
県

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
他
十
八
件
（
兵
庫
県
）

マ
天
野
寿
美
子
他

一
件
（
兵
庫
県
）
マ
静
岡
県

マ
五
戸
漁
業
部
代
表
五
戸
幸
雄
他
九
件

（青

森
県
）
マ
能
都
町
漁
協
婦
人
部
（
石
川
県
）

マ
松
田
隆
敏
・
香
典
返
（
島
根
県
）
マ
山
口

県
マ
県
漁
連
参
事
林
一
成

・
御
母
堂
香
典
返

（
兵
庫
県
）
マ
鹿
児
島
ま
ぐ
ろ
同
友
会
他
九

（
四
面
に
つ
づ
く
））内は特殊児で外数である。（注）学資給与奨学生の（



( 4 ) 

件

（鹿
児
島
県
）
マ
高
知
県
マ
武
良
く
に・

御
主
人
香
典
返
（
鳥
取
県
）
マ
松
井
利
津
子

（島
根
県
）

〔
二
月
〕

マ
能
生
町
漁
協
婦
人
部
他
三
十

五
件

（
新
潟
県
）
マ
雲
津
ユ
キ
子

・
御
主
人

香
典
返、

木
野
本
き
み
子
（
北
海
道
）
マ
東

京
都
マ
白
井
栄
市
・
香
典
返

（香
川
県
）
マ

県
沿
岸
漁
場
整
備
開
発
協
会
事
務
局
長
堀
仁

・
香
典
返
（
大
分
県
）
マ
徳
島
県
マ
山
下
博

司
他
九
件

（長
崎
県
）
マ
箱
浦
漁
協
組
合
長

行
々
政
市

・
香
典
返

（香
川
県
）
マ
土
井
吉

瓦
郎

・
土
井
重
治

・
土
井
久
男
（
山
口
県
）

マ
神
戸
海
上
保
安
部
（
兵
庫
県
）
マ
い
わ
き
市

平
第
五
小
学
校
J
R
C
委
員
会
（
福
島
県
）

マ
八
戸
東

ロ
｜

タ

リ

ク
ラ
ブ
・

八
戸
漁
連

経
由

（青
森
県
）
マ
綾
払
村
漁
協
組
合
長
太

田
金

一
・
快
気
祝
（
北
海
道
）
マ
全
国
漁
連

の
り
事
業
推
進
協
議
会
（
全
漁
連
経
由
）
マ

県
漁
連
専
務
理
事
遠
回
幸
定

・
御
母
堂
香
典

返

（秋
田
県
）
マ
富
永
潤

・
御
母
堂
香
典
返

（山
口
県
）
マ
沖
縄
県
マ
島
恨
県
マ
高
岸
徹

・
香
典
返

（富
山
県
）
マ
川
端

一
広
他
四
件

（
長
崎
県
）
マ
全
漁
連
特
別
嘱
託
中
野
三
郎

・
退
職
記
念
マ
下
関
ふ
く
連
盟
（
山
口
県
）

マ
金
平
丸
船
主
青
山
善
太
郎
・

香
典
返
（
島

根
県
）
マ
青
森
県

〔
三
月
〕

マ
鹿
児
島
県
マ
吉
中
克
吉

・
御

ほ
堂
香
典
返
（
鳥
根
県
）
マ
河
村
正
助

（山

口
県
）
マ
芳
賀
秀
吾

（宮
城
県
）
マ
井
上

一

馬
（
山
口
県
）
マ
小
木
漁
協
前
組
合
長
南
理

一
（
石
川
県
）
マ
愛
媛
県
マ
神
奈
川
県
マ
岩

船
港
漁
協
婦
人
部
他
八
件
（
新
潟
県
）
マ
熊

本
県
マ
岩
手
県
マ
宮
崎
県
マ
熊
本
県
マ
宮
城

県
マ
山
形
県
マ
熊
本
県
マ
鹿
児
島
県
マ
八
戸

機
船
底
曳
網
漁
協
専
務
鳥
谷
部
昭
二
（
八
戸

漁
連
経
由
）
マ
関
東
東
北
漁
連
（
全
漁
連
経

由
）
マ
島
恨
県
マ
芳
賀
陽

一
（
岩
手
県
）
マ

愛
知
県
マ
広
島
県
マ
全
漁
連
指
導
部
マ
北
海

道
マ
和
歌
山
県
マ
大
分
県
マ
静
岡
県
マ
千
葉

県
マ
兵
庫
県
マ
岩
手
県
マ
京
都
府
マ
石
川
県

一
、
一
般
寄
付

〔
＋
二
月
〕

マ
漁
船
保
険
中
央
会
副
会
長

山
内
静
夫
（
御
尊
父
香
典
返
）
マ
長
津
勲

（東

京
都
江
東
区
）
マ
増
山
み
ち
子
（
北
九
州
市）

マ
幡
谷
純
一
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
マ
日
本

鰹
鮪
漁
船
保
険
組
合
マ
凶
日
本
栽
培
漁
業
協

会
西
日
本
支
部
マ
宮
崎
水
産
高
校
職
員
親
交

会
マ
横
浜
冷
凍
側
マ
山
西
水
産
脚
マ
農
水
産

＃
素
晴
伽
同
阿
国
停
ム
佃
肘

wb軍
国
体
時
限
嘩
関
嘩
栴

J

同
問
マ
M
W
日
寸
や

よだふ一
A英

冨白官

同昭和61年4月1日第 40号

缶
詰
協
会
マ
例
中
央
漁
業
操
業
安
全
協
会

一

同
マ
丸
江
水
産
冷
蔵
側
マ
秋
田
県
船
川
水
産

高
校
マ
森
脇
喜
代
三
（
東
京
都
練
馬
区
）

マ

盛
岡
冷
蔵
附
マ
大
栄
大
源
側
マ
丸
魚
水
産
附

マ
佐
藤
幸

一
（
新
潟
市
）
マ
北
海
道
戸
井
高

校
藤
原
啓
展
マ
マ
ル
ヨ
水
産
鮒
マ
水
沢
魚
市

場
側
マ
加
藤
満
（
静
岡
県
富
士
市
）
マ
肘
温

水
養
魚
開
発
協
会

一
同
マ
本
会
役
職
員

一
同

マ
北
洋
母
船
協
議
会
マ
美
山
英
治

（兵
庫
県

宝
塚
市
）
マ
鮒
東
京
計
器
船
用
事
業
部

一
同

マ
本
会
募
金
箱
マ
凶
日
本
海
難
防
止
協
会

一

同
マ
篠
原
孝

（千
葉
県
習
志
野
市
）
マ
塩
田

洋
三
（
茨
城
県
牛
久
町
）
マ
太
田
憲
治

（大

阪
府
守
口
市
）
マ
船
橋
水
産
側
マ
ア
ル
フ
ァ

冷
蔵
側
マ
か
ね
し
め
水
産
鮒
マ
香
川
県
多
度

津
水
産
高
校
教
職
員

一
同
マ
山
崎
良
夫

（東

京
都
中
央
区
）
マ
鮒
伊
藤
商
店
マ
九
州
大
学

農
学
部
水
産
学
科
教
職
員

一
同
マ
兵
庫
県
香

住
高
校
漁
業
科
教
職
員

一
同
マ
鳥
取
県
境
水

産
高
校
教
職
員
一

同
マ
木
村
桂
子
（
東
京
都

大
田
区
）
マ
野
原
芳
枝
（東
京
都
八
王
子
市
）

マ
宮
野
水
産
附
マ
例
日
本
冷
凍
食
品
検
査
協

会
マ
側
魚
価
安
定
基
金

一
同
マ
側
博
電
社
マ

青
森
県
八
戸
水
産
高
校
教
職
員

一
同
マ
中
村

ヤ
マ

（東
京
都
練
馬
区
）
マ
東
京
都
大
島
南

高
校
教
職
員

一
同
マ
泰
東
製
鋼
側
マ
千
葉
県

勝
浦
高
校
教
職
員

一
同
マ
東
京
水
産
タ
ー
ミ

ナ
ル
側
マ
京
都
大
学
農
学
部
水
産
学
教
室
坂

本
E
マ
山
津
水
産
附
マ
制
日
本
栽
培
漁
業
協

会
志
布
志
事
業
場
マ
島
津
誠

（神
奈
川
県
三

浦
市
）
マ
小
野
沢
通

（浦
和
市
）
マ
制
全
国

中
央
市
場
水
産
物
卸
売
業
者
協
会
マ
脇
田
修

治
（
和
歌
山
市
）
マ
成
田
魚
市
場
側
マ
農
林

水
産
省
政
務
次
官
近
藤
元
次
・
同
政
務
次
官

川
原
新
次
郎
マ
橋
本
孝諸国

（相
模
原
市
）
マ

大
島
み
さ
わ
（
東
京
都
杉
並
区
）
マ
新
日
本

気
象
海
洋
側
マ
横
浜
海
員
会
館
マ
制
水
産
電

子
協
会
マ
岩
手
県
広
田
水
産
高
校
教
職
員

一

同
マ
上
回
都
美
（
東
京
都
荒
川
区
）
マ
中
島

け
い
子
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）
マ
大
阪
市
水

産
物
却
協
同
組
合
マ
磯
西
初
代
（
静
岡
市
）

マ
水
産
庁
職
員

一
同
マ
岩
手
県
久
慈
水
産
高

校
マ
高
知
県
中
央
市
場
鮮
魚
買
受
人
協
同
組

合
マ
北
海
道
小
得
水
産
高
校

一
同
マ
沖
縄
県

沖
縄
水
産
高
校
マ
制
日
本
栽
培
漁
業
協
会
玉

野
事
業
場

一
同
マ
養
殖
研
究
所
大
村
支
所
マ

名
古
屋
海
産
市
場
側
マ
制
農
林
放
送
事
業
団

マ
側
福
島
漁
業
マ
制
漁
船
協
会
募
金
箱
マ
海

話
作
や
小
悲
悼
姿
県
福
担
問問
珍
克
か
』
ン

O
／

l
i
－

田

門

・

首
t
f
A
E儲
相

マ
中
央
漁
業
信
用
基
金
役
職
員

一
同
マ
朝
日

新
聞
西
部
厚
生
文
化
事
業
団
マ
附
＠
高
橋
マ

肘
漁
港
漁
村
建
設
技
術
研
究
所

一
同
・
募
金

箱
マ
北
勢
魚
商
業
協
同
組
合
マ
刷
日
本
鰹
節

協
会
マ
制
大
林
組
東
京
本
社
海
洋
開
発
部
マ

柳
郷
純
子

（福
岡
県
大
野
城
市
）
マ
桝
谷
て

つ

（神
奈
川
県
藤
沢
市
）
マ
佐
藤
み
と

（東

京
都
品
川
区）

マ
全
国
漁
業
共
済
連
役
職
員

一
同
・
募
金
箱
マ
側
中
央
漁
業
公
社
マ
全
国

海
苔
異
類
漁
協
連
合
会

一
同
マ
京
都
魚
市
場

側
役
職
員

一
同
マ
鮒

一
印
上
越
魚
市
場
マ
中

山
筆
子
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）
マ
真
下
知
行

（東
京
都
練
馬
区
）
マ
制
高
松
東
魚
市
場
マ

北
海
道
厚
岸
水
産
高
校
マ
高
知
県
室
戸
岬
水

産
高
校
マ
豊
洲
冷
蔵
側
マ
高
知
県
清
水
高
校

マ
大
東
魚
類
側

一
同
マ
池
田
み
よ
（横
浜
市
）

マ
刷
漁
業
信
用
基
金
中
央
会

一
同
マ
岐
阜
水

産
物
商
業
協
同
組
合
マ
東
洋
冷
蔵
鮒
マ
大
分

県
ま
さ
網
漁
業
協
同
組
合
（
全
固
ま
き
網
漁

業
協
会）

マ
側
海
洋
生
物
環
境
研
究
所
募
金

箱
マ
日
水
協
和
会
マ
香
住
漁
業
調
整
事
務
所

一
同
マ
附
県
北
魚
市
場
マ
瀬
戸
内
海
漁
業
調

整
事
務
所
マ
西
海
区
水
産
研
究
所
下
関
支
所

一
向
マ
遠
洋
水
産
研
究
所

一
同
マ
東
海
大
学

海
洋
学
部
上
柳
昭
治
マ
北
海
道
漁
業
調
整
事

務
所
マ
水
産
庁
漁
船
課
札
幌
分
室
マ
附
ホ
ウ

ス
イ
役
職
員

一
同
マ
神
戸
真
珠
検
査
所

一
同

マ
愛
媛
県
宇
和
島
水
産
高
校
教
職
員

一
同
マ

制
日
本
水
産
資
源
保
護
協
会

一
同
マ
中
野
信

一
（
名
古
屋
市
）
マ
東
京
海
友
婦
人
会
マ
中

沢
博
三
次
（
仙
台
市
）
マ
側
海
洋
生
物
環
境

研
究
所

一
同
マ
南
西
海
区
水
産
研
究
所
一
同

マ
山
口
県
水
産
高
校

一
同
マ
千
葉
県
安
房
水

産
高
校

一
同
マ
東
海
区
水
産
研
究
所

一
同
マ

福
井
県
小
浜
水
産
高
校
職
員

一
同
マ
西
海
区

水
産
研
究
所

一
同
マ
静
岡
魚
市
側
マ
指
幸
子

（東
京
都
板
橋
区
）
マ

日
本
か

つ
お
ま
ぐ
ろ

漁
業
信
用
基
金
協
会

一
同
マ
船
員
災
害
防
止

協
会

一一
同
マ
北
部
太
平
洋
ま
き
網
漁
協
連
合

会
役
職
員
一

同
マ
下
野
静
子
（
山
口
県
宇
部

士巾
）
マ
東
京
魚
市
場
青
年
学
級
マ
三
菱
信
託

銀
行
マ
波
崎
漁
民
組
合
・
銚
子
漁
船
船
員
組

合
・

全
国
漁
船
労
働
組
合
同
盟
マ
岩
手
県
宮

古
水
産
高
校
教
職
員
一

同
マ
福
井
県
魚
商
協

同
組
合
連
合
会
マ
日
本
栽
培
漁
業
協
会
古
満

目
事
業
場
マ
島
根
県
隠
岐
水
産
高
校
マ
田
中

喜
久
子

（京
都
市
）
マ
西
日
本
魚
市
側
マ
神

奈
川
県
三
崎
水
産
高
校
マ
大
洋
丸
側
マ
制
日

本
裁
措
漁
業
協
会
厚
岸
事
業
場
マ
五
日
J
徹
〈
兵

庫
県
伊
丹
市
）
マ
全
国
漁
業
協
同
組
合
学
校

マ
匿
名

（北
九
州
市
）
マ
側
ニ
チ
レ
イ
マ
府

川
玉
枝

（埼
玉
県
北
本
市
）
マ
全
国
さ
ん
ま

漁
業
協
会

Y
藤
田
伝

一
郎
（東
京
都
大
田
区
）

マ
飯
村
久
子

（千
葉
県
野
田
市
）
マ
側
海
外

漁
業
協
力
財
団
マ
歌
手
北
島
三
郎
マ
凶
日
本

遠
洋
底
曳
網
漁
業
協
会
マ
日
本
水
産
側
役
員

従
業
員

一
同
マ
ニ
チ
モ
ウ
鮒
・
ニ
チ
モ
ウ
側

役
職
員

一
同
マ
全
日
海
本
部
一
同
・
釜
石
支

部
・
沖
縄
支
部

・
法
規
対
策
委
員
会
・
東
京

タ
ン
カ
ー
マ
リ
ン
サ
ー
ビ
ス
鮒
乗
組
員

一
同

（全
日
海
経
由
）
マ
コ
ー
プ
市
募
金
マ
日
魯

漁
業
側
役
職
員

一
同
・
募
金
箱
マ
長
崎
大
学

水
産
学
部

一
同
マ
金
田
ソ
ノ
子
（
兵
庫
県
芦

屋
市
）
マ
刷
漁
船
協
会
マ
日
本
大
学
農
獣
医

学
部
水
産
学
科
教
員

一
同
マ
附
丸
五
マ
制
魚

価
安
定
基
金
募
金
箱
マ
コ

l
プ
市
募
金
マ
大

海
原
宏

（藤
沢
市
）
マ
宝
幸
水
産
鮒
マ
日
本

鮭
鱒
漁
協
連
合
会
マ
制
漁
業
情
報
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

一
同
マ
漁
協
経
営
セ

ン
タ
ー

一
同

マ
日
本
海
区
水
産
研
究
所

一
同
マ
制
北
洋
は

え
な
わ
き
し
網
協
会
マ
第

一
水
産
側
マ
東
都

水
産
鮒
マ
大
都
魚
類
附
マ
中
央
魚
類
側
マ
築

地
魚
市
場
制
マ
山
中
正
子

（横
浜
市
）
マ
阿

部
昭
太
郎

（東
京
都
葛
飾
区
）
マ
新
納
礼
子

（東
京
都
狛
江
市
）
マ
回
全
国
漁
港
協
会
マ

藤
井
猛

（下
関
市
）
マ
全
国
底
曳
網
漁
業
連

合
会

一
同
マ
北
海
道
さ
ば
ま
き
網
漁
業
生
産

調
整
組
合
マ
東
京
真
珠
検
査
所
マ
養
殖
研
究

所

一
同
マ
南
西
海
区
水
産
研
究
所
高
知
庁
舎

マ
秋
田
中
央
水
産
附
マ
日
本
原
子
力
研
究
所

原
子
力
船
部
門
マ
全
漁
連
役
職
員

一
同
マ

福
岡
県
水
産
高
校

一
同
マ
タ
ー
ト
ル
水
産
土

木
開
発
鮒
マ
日
本
鰹
鮪
漁
協
連
合
会
マ
神
坂

冷
蔵
附
マ
側
海
洋
生
物
環
境
研
究
所
中
央
研

究
所

一
同
マ
日
比
勝
行

（島
根
県
浜
田
市
）

マ
高
山
隆
三（
東
京
都
杉
並
区
）
マ
匿
名
（
福

岡
市
）
マ
室
井
円
祐

（東
京
都
練
馬
区
）
マ

東
京
大
森
魚
市
場
側
マ
鈴
木
由
華
（千
葉
市
）

マ
北
海
道
区
水
産
研
究
所

一
同
マ
山
形
県
加

茂
水
産
高
校
マ
北
田
水
産
鮒
マ
側
海
外
ま
き

網
漁
業
協
会
マ
種
田
か
を
り
（
川
崎
市
）
マ

室
蘭
水
産
物
小
売
商
協
同
組
合
マ
浜
谷
康
子

（島
根
県
西
ノ
島
町
）
マ
北
松
魚
市
側
マ
高

浜
食
品
工
業
側
マ
農
林
漁
業
金
融
公
庫

一
同

マ
石
巻
魚
市
場
側
マ
日
本
原
子
力
産
業
会
議

マ
長
崎
県
長
崎
水
産
高
校
教
職
員

一
同
マ
土

田
隆
夫
（
岐
阜
市
）

〔
－
月
〕

マ
山
本
高
司
（
京
都
＋
巾
〉
マ
中

前
明
（
千
葉
県
白
井
町
）
マ
匿
名
マ
岡
野
絹

・
峰
松
栄
（
東
京
都
台
東
区
）
マ
池
田
正
二

（
北
九
州
市
）
マ
熊
本
魚
鮒
マ
大
海
水
産
附

マ
石
井
莞
慧
（
千
葉
県
八
日
市
場
市
）
マ
小

豆
嶋
勇
（
岩
手
県
大
槌
町
）
マ
中
野
信

一
（名

古
屋
市
）
マ
鈴
木
良
三
（
千
葉
県
船
橋
市
）

マ
壁
矢
恵
津
子
（
千
葉
市
）
マ
徳
水
側
役
職

員

一
同
マ
東
京
水
産
大
学
教
職
員
有
志

一
同

マ
大
阪
市
東
部
水
産
物
卸
協
同
組
合

一
同
マ

野
原
芳
枝
（
東
京
都
八
王
子
市
）
マ
漁
船
保

険
中
央
会
マ
日
本
水
産
鮒
女
川
工
場

一
同
マ

名
古
屋
鮮
魚
小
売
協
同
組
合
マ
長
津
勲
（
東

京
都
江
東
区
）
マ
島
崎
久
（
千
葉
県
松
戸
市
）

マ
大
阪
府
立
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
医

局
マ
広
島
魚
類
商
業
協
同
組
合
マ
広
島
魚
商

協
同
組
合

一
同
マ
柴
谷
郁
子
（
兵
庫
県
西
宮

市
）
マ
附
東
京
設
計
研
究
所
マ
上
回
都
美
（
東

京
都
荒
川
区
）
マ
岡
千
代
（
東
京
都
豊
島
区
）

マ
岡
充
夫
（
新
潟
県
上
越
市
）
マ
佐
伯
禎
明

（東
京
都
世
田
谷
区
）
マ
東
北
区
水
産
研
究

所
有
志

一
同
マ
中
央
漁
業
信
用
基
金
マ
山
岸

幸
江
（
仙
台
市
）
マ
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

平
戸
第
一
団
（
平
戸
海
上
保
安
署
経
由
）
マ

浜
康
晴
（
大
阪
府
吹
田
市
）
マ
全
国
蒲
鉾
水

産
加
工
業
協
連
合
会
マ
関
口
ま
さ
い
（
水
産

庁
漁
港
部
前
計
画
課
長
関
口
雅
臣
氏
香
典
返
）

マ
岡
本
次
子
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
マ
横
手

喜
代
勝
（
岩
手
県
種
市
町
）
マ
横
須
賀
三
浦

地
区
同
盟
マ
中
村
ヤ
マ
（
東
京
都
練
馬
区
）

マ
水
産
庁
東
光
丸
マ
神
戸
地
区
海
員
青
年
サ

ー
ク
ル
マ
中
山
筆
子
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

マ
新
潟
県
両
津
高
校
漁
業
科
職
員
・
生
徒
一

同
マ
野
崎
寛
光
（
伊
豆
長
岡
町
）
マ
武
富
邦

彦
（
佐
賀
県
江
北
町
）
マ
北
海
道
大
学
水
産

学
部
職
員

一
同
マ
石
川
県
水
産
高
校
職
員

一

同
マ
丸
紅
側
マ
佐
藤
み
と
（東
京
都
品
川
区
）

マ
宮
沢
早
織
（
千
葉
県
白
井
町
）

マ
尾
崎
忠

士

（浦
和
市
）
マ
ア
ラ
ス
カ
ゼ
ネ
ラ
ル
ト
レ

ー
ド
杜
マ
匿
名
（
福
岡
市
）
マ
笠
井

一
之（
三

重
県
亀
山
市
）
マ
長
谷
川
洋
三
（
全
日
海
函

館
支
部
経
由
）
マ
山
本
高
司
（
京
都
市
）
マ

T
E
C
映
像
ア
カ
デ
ミ
ー
マ
上
北
日
水
会
マ

全
国
海
苔
貝
類
漁
協
連
合
会

〔
二
月
〕

マ
室
井
円
祐
（
東
京
都
練
馬
区
）

マ
埼
水
仲
却
協
同
組
合
（
大
富
市
）
マ
野
中

千
代
乃
（
横
浜
市
）
マ
指
幸
子
（
東
京
都
板

橋
区
）
マ
鈴
木
良
三

（
千
葉
県
船
橋
市
）
マ

丹
和
子
（
愛
媛
県
新
居
浜
市
）
マ
阪
井
光
平

〔
大
阪
府
現
＋
巾
）
マ
大
津
誌
へ
水
戸
市
）
マ

以
上
。

徳
島
県
水
産
高
校
一
同
マ
岡
野
絹
・
峰
松
栄

（
東
京
都
台
東
区
）
マ
長
津
勲
（
東
京
都
江

東
区
）
マ
野
原
芳
枝
（
東
京
都
八
王
子
市
）

マ
海
宝
健
生
（
千
葉
市
）
マ
神
田
雅
子
（
横

浜
市
）
マ
関
静
郎
（
東
京
都
文
京
区
）
マ
太

田
憲
治
（
大
阪
府
守
口
市
）
マ
綱
糊
澄
雄
（
札

幌
市
）
マ
岡
野
務
（
広
島
市
）
マ
北
海
道
新

聞
東
京
支
社
マ
中
村
ヤ
マ
（
東
京
都
練
馬
区
）

マ
竹
中
常
夫
（
長
崎
市
）
マ
原
田
八
重
子
（
東

京
都
国
立
市
）
マ
出
家
ミ
チ
子
・
出
家
敏
夫

氏
香
典
返
（
千
葉
県
柏
市
）
マ
佐
藤
み
と
（
東

京
都
品
川
区
）
マ
中
山
筆
子
（
神
奈
川
県
藤

沢
市
）
マ
野
崎
寛
光
（
静
岡
県
伊
豆
長
岡
町
）

マ
中
野
信
二
名
古
屋
市
）
マ
制
漁
業
信
用
基

金
中
央
会
マ
加
茂
水
産
鮒
マ
上
回
都
美
（
東

京
都
荒
川
区
）
マ
飯
村
久
子
（
千
葉
県
野
田

市
）
マ
漁
船
保
険
中
央
会
マ
藍
野
淑
子
（
川

崎
市
）

〔
三
月
〕

マ
全
水
加
工
連
副
会
長
伊
加
貝
原

弥
一
郎
（
水
産
庁
退
官
記
念
）
マ
須
賀
英
作

（
神
戸
市
）
マ
小
野
沢
通
（
浦
和
市
）
マ
匿

名
（
福
岡
市
）
マ
岡
野
絹
・
峰
松
栄
（
東
京

都
台
東
区
）
マ
鈴
木
良
三
（
千
葉
県
船
橋
市
）

マ
丹
和
子
（
愛
媛
県
新
居
浜
市
）
マ
全
国
水

産
加
工
協
連
合
会
マ
橋
本
孝
権
（
相
模
原
市
）

マ
匿
名
（
横
浜
市
）
マ
長
津
勲
（
東
京
都
江

東
区
）
マ
指
幸
子
（
東
京
都
板
橋
区
）
マ
日

本
鰹
鮪
漁
協
連
合
会
マ
大
阪
魚
市
場
側
取
締

役
社
長
膳
隆
造
・
受
章
記
念
マ
春
田
孝
二
郎

（
東
京
都
文
京
区
）
マ
全
国
漁
業
協
同
組
合

学
校
第
四
十
六
期
卒
業
生
一
同
マ
中
山
筆
子

（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）
マ
室
井
円
祐
（
東
京

都
練
馬
区
）
マ
中
村
ヤ
マ
（
東
京
都
練
馬
区
）

マ
深
海
漁
場
開
発
側
マ
共
水
連
マ
鮒
水
研
マ

鹿
島
埠
頭
側
曳
船
海
難
遺
児
育
英
実
行
委
員

会
・
坂
井
俊
司

（全
日
海
経
由
）
マ
全
国
さ

ん
ま
棒
受
網
漁
業
生
産
調
整
組
合
マ
野
原
芳

枝

（東
京
都
八
王
子
市
）
マ
佐
藤
み
と
（
東

京
都
品
川
区
）
マ
三
浦
市
観
光
協
会
マ
中
村

常
蔵
（
東
京
都
江
東
区
）
マ
上
回
都
美
（
東

京
都
荒
川
区
）
マ
野
崎
寛
光
（
静
岡
県
伊
豆
長

岡
町
）
マ
中
野
信
二
名
古
屋
市
）
マ
農
林
中

央
金
庫
マ
岡
村
豊
（
千
葉
県
市
川
市
）
マ
匿

名
（
福
岡
市
）
マ
全
国
遠
洋
か
つ
お
ま
ぐ
ろ

漁
業
者
協
会
マ
山
本
高
司
（
京
都
市
）
マ
制

全
国
近
海
か
つ
お
ま
ぐ
ろ
漁
業
協
会
マ
制
全

国
底
曳
網
漁
業
連
合
会




